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令和 5 年1月号

メモリアルアート完成
釣ヶ崎海岸施設「ステラ釣ヶ崎」の海側壁面に町内の子どもたちに作成してもらった
絵画を装飾しましたのでぜひご覧ください。
各学校での制作の様子などは広報２月号に掲載予定です。



皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
第
8
波

を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
疾
病

の
流
行
も
３
年
目
に
入
り
、
大
分
付
き

合
い
方
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

w
ith

コ
ロ
ナ
の
対
応
を
軸
と
し
て
、
日

常
活
動
の
回
復
を
図
っ
て
ゆ
く
年
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
一
宮
町
は
、
前
年
に
行
わ
れ

た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
開

催
の
レ
ガ
シ
ー
を
感
じ
る
展
開
と
な
り
ま

し
た
。
海
岸
部
を
中
心
に
土
地
の
利
用
が

活
発
化
し
、
住
宅
・
店
舗
・
宿
泊
施
設
な

ど
の
設
営
が
続
き
ま
し
た
。
地
価
上
昇
率

は
、
商
業
地
・
住
宅
地
が
県
下
一
位
と
四

位
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
こ
う
し
た
一

宮
町
へ
の
注
目
を
、
ト
マ
ト
を
代
表
作
物

と
す
る
農
業
や
、
玉
前
神
社
を
中
心
と
す

る
史
跡
観
光
な
ど
と
結
び
つ
け
て
、
町
全

体
へ
と
広
げ
る
努
力
を
い
た
し
ま
す
。
特

に
、with

コ
ロ
ナ
の
時
代
の
、新
し
い
観

光
の
営
み
が
再
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
択

ば
れ
る
目
的
地
と
し
て
、
も
て
る
資
源
を

総
動
員
し
つ
つ
、
お
客
様
を
迎
え
る
努
力

を
い
た
し
ま
す
。

当
面
の
最
大
課
題
で
あ
る
老
朽
化
し
た

公
共
施
設
の
問
題
で
す
が
、
昨
年
度
末
に

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
も

と
に
精
査
を
加
え
、
緊
急
度
の
高
い
と
こ

ろ
か
ら
、
実
行
し
て
ゆ
き
ま
す
。
現
在
の

を
は
じ
め
、
更
新
の
必
要
な
施
設
が
多
い

わ
け
で
す
が
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
問

題
解
消
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
昨
今
行
っ
て
い
る
、
児
童
・
生

徒
の
皆
さ
ん
の
主
体
的
な
学
び
が
継
続

的
に
展
開
で
き
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を

し
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
関
係
で
は
、
い
ず
れ

も
県
の
事
業
に
な
り
ま
す
が
、
神
門
踏
み

切
り
拡
幅
事
業
、
県
道
南
総
一
宮
線
バ
イ

パ
ス
建
設
事
業
、
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
延
伸

事
業
な
ど
、
い
ず
れ
も
少
し
ず
つ
な
が
ら

進
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
中
で
も
踏
み
切

り
拡
幅
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
整
い

次
第
始
ま
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

年
は
そ
の
最
初
の
年
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
船
頭
給
か
ら
海
岸
に
抜
け
る
天

道
跨
線
橋
通
り
の
拡
幅
は
、
第
二
期
工
事

に
入
っ
て
い
ま
す
。
土
地
の
確
保
が
速
や

か
に
進
み
ま
し
た
の
で
、
さ
ら
な
る
展
開

を
目
指
し
ま
す
。

本
年
・
二
〇
二
三
年
は
、
千
葉
県
誕
生

百
五
十
年
で
す
。
県
政
関
係
者
で
は
、
一

宮
町
に
縁
の
あ
る
方
と
し
て
、
加
納
久
朗

元
知
事
も
お
ら
れ
ま
す
。
千
葉
県
と
協
力

し
な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
な
ど
、

県
政
史
に
関
わ
る
事
象
を
ふ
ま
え
て
、
百

五
十
周
年
関
連
事
業
を
行
っ
て
ゆ
く
予
定

で
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
て
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

計
画
で
は
、
耐
震
性
に
問
題
の
あ
る
公
民

館
か
ら
着
手
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
付
近
で
の
、
一
時
避
難

場
所
兼
道
の
駅
的
収
益
施
設
の
開
設
を
め

ざ
し
、引
き
続
い
て
奮
闘
し
ま
す
。

町
の
課
題
の
中
で
優
先
度
の
高
い
防

災
・
教
育
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
整
備
を
進
め
て
ゆ
き
ま

す
。
防
災
の
目
玉
と
し
て
、
県
の
事
業
で

す
が
、
海
岸
部
の
土
堤
や
一
宮
川
下
流
の

堤
防
か
さ
上
げ
が
、
す
で
に
終
了
し
ま
し

た
。
今
後
、
県
と
協
力
の
う
え
で
、
宮
原

に
残
る
一
宮
川
の
中
洲
の
撤
去
を
目
指
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
防
災
の
ソ
フ
ト
関
係
の

充
実
を
は
か
り
、
発
災
時
、
す
べ
て
の
関

係
者
の
方
々
へ
情
報
を
的
確
に
伝
え
、
避

難
行
動
を
た
だ
ち
に
開
始
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
可
能
と
す
る
方
策
を
探
り
ま
す
。

懸
案
で
あ
っ
た
中
央
ポ
ン
プ
場
の
改
修

は
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
の
で
、
引
き
続

い
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
避
難
所
の
各
種
の
条

件
の
改
善
な
ど
も
行
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

同
時
に
、
教
育
に
お
い
て
も
、
給
食
室

一宮町長

馬 淵 昌 也
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町
民
の
皆
さ
ま
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し

い
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。年

頭
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
議

会
活
動
や
議
会
運
営
に
対
し
、
暖
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中

で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
戦
い
、

一
宮
町
の
伝
統
文
化
で
あ
る
上
総
十
二

社
祭
り
も
３
年
間
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
や
各
種
団
体
が
主
催
す
る

行
事
や
地
域
に
お
け
る
自
治
活
動
に
お

き
ま
し
て
も
、
延
期
や
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
町
内
全
体
で
活
気
が
失
わ
れ

た
状
況
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
こ
の
状
況
を
打
破
し
活

気
を
取
り
戻
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町
に
は
ま
だ
公
共
施
設
の
老
朽
化
や

し
て
そ
の
地
元
の
農
作
物
が
皆
さ
ま
の

手
に
入
り
や
す
く
、
そ
れ
ら
を
使
用
し

た
飲
食
店
な
ど
を
盛
り
上
げ
ら
れ
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が

こ
の
町
で
よ
か
っ
た
。
こ
の
町
で
暮
ら

し
て
い
き
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
宮
町
議
長
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
、

頑
張
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
は

引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
の
程
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
大
き
く
飛
躍
す
る
年
と
な
り
、

光
り
輝
く
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
益
々

の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
申
し
上

げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

災
害
対
策
な
ど
色
々
な
問
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
進
め
る
の
と

同
時
に
観
光
面
な
ど
も
前
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
作
ら
れ
た
ま
ち
の
総
合
戦
略
に

も
あ
る
よ
う
に
道
の
駅
的
な
施
設
の
設

置
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
進
め
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
盛
り
上
が
り
そ
れ

で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

利
用
し
更
に
一
宮
町
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し

こ
の
町
で
作
ら
れ
た
野
菜
や
果
物
、
そ

一宮町議会 議長

鵜 沢 清 永
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キャンプ用品も防災用品

ローリングストックによる備蓄

車を非常用電源として利用

身の回りのものにフェーズフリーを

どのようなものがフェーズフリーになるの？

【問合せ】総務課　☎（42）2112

テントや寝袋、カセットコンロ、クッ
キング用品、ランタンなど、アウトド
アの趣味を持つ方は普段から利用して
いるものです。

ローリングストックとは、普段から少し多めに食材、加工品（缶
詰やレトルト食品、インスタント食品など）を買っておき、使った
ら使った分だけ新しく買い足していくことで、常に一定量の食料
を家に備蓄しておく方法です。
食料などを一定量に保ちながら、消費と購入を繰り返すことで、
備蓄品の鮮度を保ち、いざという時にも日常生活に近い食生活を
送ることができます。また、食料だけではなく、トイレットペー
パーやカイロ、乾電池など生活用品もローリングストックで日常から使用できるものもありま
す。最低 3日分の食料や日用品を備蓄しておきましょう。

今回紹介したもののほかにもフェーズフリーに当てはまるものが多くあります。
日常生活で備えることができるフェーズフリーを活用することで防災対策の負担は小さくなります。
災害時にどのようなものがフェーズフリーになるか、知っておきましょう。

日常時とは異なる方法により活躍するもの
もあり、電気自動車やハイブリッドカーの中に
はバッテリーからの給電が可能で、エンジンを
作動させることで発電機にもなり停電時に非
常用電源としても利用することができます。

防災特集で皆さんに災害時の備えをお願いしていますが、昨今は「日常時」と「非常時」の２つのフェー
ズ（局面）を切り離さず、非常時にも使えるものを日常に取り入れる「フェーズフリー」という考え方が広
がっています。
災害時に備えて、日頃から多くの防災用品を備えておくのは難しい場合もあります。そこで、普段使用
している商品やサービスを災害時にそのまま使えるようにするという考え方です。

災害から身を守るために　　　～備蓄物資編～
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防災特集記事
1月

仕分け不要１人１箱の救援物資を配備へ

G72ボックスには何が入っているの？令和 4年 11月 22日、株式会社ミューチュアル・エ
イド・セオリー（東京都千代田区）と「災害時における
物資の保管等に関する協定」を締結しました。この協定
は千葉県内では初めての取り組みです。
この災害協定により、72時間に１人が生きていくの
に必要となる救援物資を１箱に梱包した「G72ボック
ス」が町に配備されます。物資を仕分けることなく、被
災者や避難者に迅速に物資を届けることができます。
G72ボックスは、同社が協賛企業を募り、民間企業・
団体に購入していただき、協定を結んだ自治体の倉庫
などに備蓄される仕組みです。
今後３年間で、1,200 箱（人口の 10％）を目標に随
時供給される予定です。
また、近隣の自治体で災害が発生した場合は、共助と
してG72ボックスを支援しあえる仕組み作りを進めて
いきます。

〇食　　料：アルファー米、パン、スープ
〇飲　　料：野菜ジュース、水
〇衣　　類：Tシャツ、下着、靴下
〇衛生用品：�拭くだけシャンプー、身体拭

き、液体歯磨き、綿棒、化粧
落とし、生理用品、オムツ、
簡易トイレ、タオル、ティッ
シュペーパー、マスク

〇防災用品：�軍手、ブランケットシート、
発熱剤、ビニール、リュッ
ク、笛、カイロなど 47 品目
を梱包

災害から身を守るために　　　～備蓄物資編～



を
も
っ
て
人
材
育
成
部
長
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
部
長
と
し
て
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
の
質
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
11
月
３
日
、
千
葉
県
議
会

議
場
で
開
催
さ
れ
た「
文
化
の
日
千
葉

県
功
労
表
彰
」で
前
町
長
の
玉
川
孫
一

郎
さ
ん
と
町
内
に
お
住
ま
い
の
知
念
洋

美
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

玉
川
さ
ん
は
２
期
8
年
に
わ
た
り
一

宮
町
長
と
し
て
在
職
さ
れ
、
豊
富
な
行

政
経
験
と
指
導
力
を
も
っ
て
活
躍
し
、

住
民
生
活
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

地
震
と
津
波
に
強
い
新
庁
舎
建
設
や

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
サ
ー
フ
ィ

ン
競
技
会
場
誘
致
な
ど
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

知
念
さ
ん
は
千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
長
き
に
わ

た
り
言
語
聴
覚
士
と
し
て
、
言
語
に
障

害
の
あ
る
児
童
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ま
れ
、
平

成
25
年
以
降
は
豊
富
な
経
験
と
指
導
力

令
和
４
年
11
月
17
日
、
18
日
に
開
催

さ
れ
た
第
63
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
研
究
協
議
会
滋
賀
大
会
に
て
、
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が
優
良
団
体
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

長
年
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
・
体

力
づ
く
り
に
尽
力
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指

導
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発
展
に
貢

献
し
て
き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎（
42
）２
１
１
２
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お
知
ら
せ

▲（左）町長、（右）玉川孫一郎さん

▲（左）町長、（右）知念洋美さん

▲左から副町長、君塚会長、町長

玉
川
孫
一
郎
さ
ん
・
知
念
洋
美
さ
ん

�

文
化
の
日
千
葉
県
功
労
表
彰
受
賞

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合

優
良
団
体
表
彰
を
受
賞



【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎（
42
）４
５
７
４

中
村
敏
夫
さ
ん
は
、
平
成
21
年
９
月

に
町
教
育
委
員
に
就
任
さ
れ
、
任
期
中

教
育
委
員
長
を
５
年
間
務
め
る
な
ど
、

卓
越
し
た
見
識
と
豊
富
な
経
験
を
生
か

し
て
、
12
年
に
わ
た
り
町
教
育
行
政
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
千
葉
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
玉
前
神
社
神
楽
の
保
存
会

会
員
と
し
て
、
伝
統
芸
能
の
継
承
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
令
和

４
年
10
月
27
日
に
文
部
科
学
省
講
堂
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
に
お
い
て
、
文
部
科

学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

※�

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
は
、
都

道
府
県
や
市
町
村
の
地
方
教
育
行
政

に
お
い
て
、
そ
の
功
労
が
特
に
顕
著

な
教
育
委
員
会
の
教
育
長
や
委
員
に

対
し
て
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

◆
主
催

　
株
式
会
社
ワ
イ
ズ

　
◆
後
援

　

一
宮
町
、
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支

部
、一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
42
）１
４
３
１

令
和
４
年
12
月
９
日
、
ワ
イ
ズ
チ
ャ

リ
テ
ィ
カ
ッ
プ（
ゴ
ル
フ
大
会
）で
集

ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
の
目
録
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支

部
に
30
万
円
、
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
30
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
12
月
６
日
に
町
内
の

方
々
や
著
名
人
な
ど
84
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
馬
淵
町
長

も
挨
拶
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

▲左から川城委員、立花委員、教育長、中村敏夫さん、渡邉委員、小髙委員

▲左から社協白井会長、町長、本間代表取締役

中
村
敏
夫
さ
ん　
　

�

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
を
受
賞

ワ
イ
ズ
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ッ
プ
か
ら

日
本
赤
十
字
社
と
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付



所得税の確定申告・住民税の申告についてお知らせ

と き 2月16日（木）から3月15日（水）※土日、祝日を除く
午前9時から11時30分　　午後1時30分から4時

と こ ろ 保健センター３階　会議室

必 要 な 方

令和５年１月１日現在、町に住所がある人で、次にあてはまる人は申告が必要です。
□営業・不動産・農業などの所得があった人
□給与所得者で次にあてはまる人
　　　・給与収入が2,000万円を超えている人
　　　・勤務先で年末調整していない人、2か所以上の勤務先から給与をもらっている人
　　　・給与所得や退職所得以外の所得の合計が20万円を超える人
　　　�※�給与や退職所得以外の所得が20万円以下の人は、所得税の確定申告は不要で

すが、住民税の申告は必要です。
□公的年金を受給している人で、次にあてはまる人
　　　・公的年金収入が400万円を超える人
　　　・公的年金以外の所得がある人
　　　※�年金収入が400万円以下で年金以外の所得が20万円以下の人は所得税の確定

申告は不要です。
□医療費控除や寄付金控除など各種控除を受けようとする人

国民健康保険や後期高齢者医療制度に加入している人で、収入がない人や�
遺族年金・障害年金のみを受給されている人も住民税の申告をすることで、�
国民健康保険税や後期高齢者医療保険料が軽減になる場合があります。

必 要 な
も の

□マイナンバーカードまたは個人番号を確認できる書類
①または②のいずれかをお持ちください。
①マイナンバーカード（個人番号カード）
②番号確認書類　＋　身元確認書類
※番号確認書類…通知カード、住民票（マイナンバーの記載があるもの）など
※身元確認書類…運転免許証、公的医療保険の被保険者証など
□金融機関口座番号のわかるもの（申告者本人分）　
□令和4年中の収入がわかるもの
農業・営業・不動産などの所得がある人は収支内訳書、収入と経費がわかる帳簿など
□令和4年中に支払った各種控除額を証明する書類
・国民年金保険料、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料等の領収証など
・生命保険料、地震保険料の控除証明書
・障害者控除を受ける人は、障害者手帳、障害者控除対象者認定証※など
※�障害者手帳の交付を受けていない場合でも、65歳以上で身体の障害または認知症の
状態が一定の基準に該当すると町が認定した場合は、「障害者控除対象者認定書」を
交付します。認定書の発行は、福祉健康課　☎（42）1431にお問い合わせください。
・医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書
・寄付金控除を受ける人は、領収書または受領書

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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【問合せ】税務課　☎（42）2114



●申告会場における新型コロナウイルスの感染防止対策について
　申告される皆さんの健康と安全を考慮し、職員のマスクの着用、手洗い、アルコール消毒
などの感染予防対策を実施します。会場にお越しになる際は、以下の事項にご協力をお願
いします。
　〇マスクの着用、手指消毒のお願い
　　申告会場ではマスクを常時着用いただき、会場入口などで手指消毒をお願いします。
　〇入場時の検温の実施
　　�申告会場への入場時に検温を実施します。発熱などの症状がある人や体調のすぐれな

い人は無理せずに、後日あらためてご来場ください。

●医療費控除について
　平成29年分の確定申告から、領収書の提出のかわりに『医療費控除の明細書』を提出する
ことになりました。
　申告時には必ず『医療費控除の明細書』を記入して来てください。
※�『医療費控除の明細書』の用紙は、役場税務課窓口にお越しいただくか、国税庁のホームページから印
刷できます。

※医療費の領収書は５年間自宅で保存し、税務署から求められたときは提示、提出する必要があります。
※医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。

※譲渡所得（不動産・株など）、住宅ローン控除、雑損控除など
　高度な判断を要する確定申告は、茂原税務署で申告してください。

※医療費控除、生命保険料控除などによる還付のための確定申告は、確定申
告期間の前でも茂原税務署やインターネットで申告できます。

【問合せ】〒297-8501　茂原市高師台1-5-1　
　　　　茂原税務署　☎（22）2166（代表）

国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」では、画面の案内にしたがって金額など
を入力することにより、確定申告書などが作成できます。作成した申告書は、税務署にデー
タを送信して提出する方法や、印刷して郵送で提出することもできます。詳しくはe-Tax
ホームページで確認するか税務署にお問い合わせください。

～ご自宅からインターネット（e-TAX）で確定申告ができます～
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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『e-Taxなら早期還付されます！』 ←スマホは
　こちら

画面の案内に
沿って入力す
れば税額まで
自動計算

マイナポータル
連携や過去の
申告データを
利用して自動
入力

マイナンバーカードと
スマホで
e-Tax！

自動計算 自動入力 自宅から



と
推
測
さ
れ
、
現
在
の
推
定
地
で
は
あ
ま

り
に
も
狭
す
ぎ
ま
す
。（
ち
な
み
に
、こ
の

数
十
の
建
物
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
か

ら
、
上
総
千
葉
氏
の
代
の
み
で
城
下
が
発

展
し
た
と
は
考
え
づ
ら
く
、
そ
れ
以
前
広

常
が
居
城
と
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

だ
け
の
建
物
が
建
ち
並
ん
で
い
た
の
で

は
、と
い
う
推
測
も
で
き
ま
す
）

つ
ま
り
、
広
常
の
居
城
は
大
柳
館
で
あ

ろ
う
が
、
現
在
同
館
跡
と
推
定
さ
れ
て
い

る
場
所
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が

現
在
の
説
で
す
。

で
は
、
大
柳
館
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。

実
は
発
掘
調
査
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

明
確
な
場
所
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
。
候
補

と
し
て
は
現
在
の
大
柳
館
跡
の
推
定
地
の

麓
、川
に
面
し
た
低
地
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
調
査
研
究
の
進
展
に
期
待
で
す
。

�

（
学
芸
員　
江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
42
）１
４
１
６

東
上
総
に
お
け
る
広
常
の
居
城
跡
と
伝

わ
る
場
所
、
三
か
所
目
は
睦
沢
町
の
大お

お

柳や
ぎ
の

館た
ち

跡
で
す
。

大
柳
館
跡
は
、
上
総
千
葉
氏
が
本
拠
と

し
た
館
で
、
宝
治
元
年（
１
２
４
７
）の

宝
治
合
戦
で
上
総
千
葉
氏
が
滅
亡
し
た

際
、
当
主
の
秀
胤
を
始
め
一
族
が
同
館
に

立
て
こ
も
り
、
火
を
放
っ
て
自
害
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
柳
館
跡
に
は
特
に
広
常
に
ま
つ
わ
る

伝
承
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
広
常
の
遺

領
を
継
い
だ
上
総
千
葉
氏
の
本
拠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
元
々
は
広
常
の
居
城
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
く
に「
大お

お

谷や

木ぎ

」と
い
う「
大
柳
」

と
音
が
一
致
す
る
大
字
が
残
っ
て
い
る
こ

と
、
玉
前
神
社
の
所
在
す
る
玉
前
荘
の
範

囲
内
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
現
在
で
は
広

常
の
居
城
跡
の
最
有
力
候
補
地
で
す
。

た
だ
、
現
在
大
柳
館
跡
と
さ
れ
る
台
地

上
が
同
館
の
推
定
地
と
し
て
正
し
い
の

か
、
と
い
う
と
疑
問
が
残
り
ま
す
。
と
い

う
の
も
、『
吾
妻
鏡
』に
よ
れ
ば
大
柳
館
の

炎
上
の
際
、「
数
十
宇
舎
屋
、
同
時
放
火
」

し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
数

十
の
建
物
が
大
柳
館
に
付
随
し
て
い
た
、

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

一宮町長
馬淵 昌也
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町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

▲現在の大柳館跡（推定地）
　　　（睦沢町北山田 3）

本
年
は
、
千
葉
県
が
成
立
し
て
か
ら
、

百
五
十
周
年
だ
そ
う
で
す
。
わ
が
町
で
、
千

葉
県
政
と
の
関
わ
り
が
深
い
方
と
い
う
と
、

県
知
事
を
勤
め
ら
れ
た
加
納
久
朗
氏
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
久
朗
氏
は
、
一
宮
町
長

に
も
な
ら
れ
た
最
後
の
上
総
一
宮
藩
主
、
加

納
久
宜
公
の
ご
子
息
で
す
。
昨
年
末
、
公
民

館
で
久
朗
氏
に
つ
い
て
の
展
示
を
行
っ
て

い
た
の
で
、
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
存
じ
ま
す
。

久
朗
氏
は
、
学
習
院
を
卒
業
さ
れ
た
の
ち

東
京
帝
大
に
進
み
、
在
学
中
に
父
上
の
一
宮

で
の
活
動
展
開
に
伴
い
、
一
宮
町
の
初
代
の

青
年
会
長
に
就
任
な
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後

横
浜
正
金
銀
行（
現
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）に

入
行
さ
れ
、一
九
三
四
年
か
ら
四
二
年
ま
で
、

戦
争
が
近
づ
く
中
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
を
勤

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
駐
英
大
使
で

あ
っ
た
吉
田
茂
氏（
後
の
首
相
）と
親
し
く
付

き
合
い
、
日
本
と
英
米
と
の
戦
争
の
回
避
を

模
索
さ
れ
た
と
伺
い
ま
す
。

戦
後
、
一
九
五
五
年
に
初
代
の
日
本
住
宅

公
団
総
裁
と
な
っ
て
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
な
ど
を
具
え
た
当
時
で
は
き
わ
め
て
斬
新

な「
団
地
」の
建
設
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
一
九
六
二
年
、
七
六
歳
で
千
葉
県
知

事
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
就
任
後
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
に
公
務
に
奔
走
さ
れ
、
土
曜
閉
庁

な
ど
、画
期
的
な
試
み
を
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

急
病
を
得
て
、
残
念
な
が
ら
在
任
わ
ず
か

百
十
一
日
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

久
朗
氏
は
、
英
独
仏
三
か
国
語
を
あ
や
つ

る
欧
米
通
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
彼
の
頭
の

上
だ
け
は
、
い
つ
で
も
ポ
ッ
カ
リ
青
空
が
の

ぞ
い
て
い
た
」と
い
わ
れ
る
、
時
代
を
先
取

り
で
き
る
自
由
人
で
い
ら
し
た
そ
う
で
す
。

現
在
の
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
原
型
と
も
い
わ
れ

る
東
京
湾
横
断
橋
や
、
湾
内
を
埋
め
立
て
た

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
プ
ラ
ン
な
ど
、
た
い
へ

ん
大
胆
な
首
都
圏
改
造
構
想
を
抱
い
て
お
ら

れ
た
こ
と
も
有
名
で
す
。
も
し
健
康
で
任
期

を
全
う
さ
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
千
葉
県
の

歴
史
が
変
わ
っ
て
い
た
か
、
と
早
い
ご
逝
去

が
大
変
悔
や
ま
れ
ま
す
。

実
は
、
加
納
久
朗
知
事
の
別
邸
は
一
宮
町

追
手
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
の
方

は
、
史
跡
と
し
て
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
お

い
で
な
の
で
、
今
後
最
も
良
い
保
存
方
法
が

策
定
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

久
宜
公
と
同
様
に
、
久
朗
氏
も
大
変
魅
力

的
な
方
で
す
。私
た
ち
は
一
宮
町
民
と
し
て
、

久
朗
氏
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
が
沢
山
あ
る
と

思
い
ま
す
。

No.78

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　「
上か

ず

総さ

広ひ
ろ

常つ
ね

の

�
実
像
を
探
る
（
21
）」



　

町
で
は
今
年
度
か
ら
10
年
計
画
で
、

『
新
編
一
宮
町
史
』の
編
さ
ん
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
座
は「
上
総
千
葉
氏
」を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
ま
す
。

　

寿
永
２
年（
１
１
８
３
）の
上
総
広
常

謀
殺
後
、
そ
の
遺
領
の
多
く
は
千
葉
一
族

の
千
葉
常
秀
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
常
秀

は
上
総
氏
を
名
乗
り
、
そ
の
子
の
秀
胤
は

鎌
倉
幕
府
の
評
定
衆
を
つ
と
め
る
な
ど
権

勢
を
誇
り
ま
し
た
。

　

秀
胤
は
、
の
ち
に
幕
府
内
の
抗
争
に
巻

き
込
ま
れ
、
宝
治
元
年（
１
２
４
７
）
の

宝
治
合
戦
に
て
、
居
館
の
玉
前
荘
大
柳
館

（
睦
沢
町
）に
て
滅
亡
し
ま
す
。

　
町
史
編
さ
ん
初
年
度
の
第
１
回
目
の
講

座
は
、
上
総
千
葉
氏
と
宝
治
合
戦
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
と
き　
３
月
18
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～（
３
時
頃
終
了
予
定
）

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
大
会
議
室　

◆ 

講
師　
外と

山や
ま

信し
ん

司じ

氏（
千
葉
市
立
郷
土

博
物
館
総
括
主
任
研
究
員
、
一
宮
町
史

編
さ
ん
委
員
）

◆ 

定
員　
60
人（
申
込
不
要
、入
場
無
料
）

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
大
会
議
室

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム（
予
定
）

　
【
講�

演
】「
大
田
区
か
ら
一
宮
町
へ�

�
�

加
納
さ
ん
の
遺
さ
れ
た
も
の
」

　
　
講
師
：
佐
藤
渉
氏

　
　
（
大
田
区
地
域
デ
ビ
ュ
ー
塾
塾
長
）

　
【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
江
澤
一
樹（
町
教
育
委
員
会
）

　
・
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　
佐
藤
渉
氏

　
　
　

�

高
木
利
忠
氏（
大
田
区
新
井
一
丁

目
東
町
町
会
会
長
）

　
　
　
吉
原
毅
氏

　
　
　
（
城
南
信
用
金
庫
名
誉
顧
問
）

　
　
　
馬
淵
昌
也（
一
宮
町
長
）

　
【
講�

話
】　
加
納
久
昭
氏

◆ 

定
員　
60
人

◆
参
加
費　
５
０
０
円（
資
料
代
）

◆
申
込
期
限　
３
月
12
日（
日
）

◆ 

申
込
方
法　
上
記
連
絡
先
へ
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
を

記
載
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
東
関
東
事
業
本
部

※�

連
絡
先
は
第
8
回
加
納
さ
ん
を
歩
こ
う

と
同
様
で
す
。

加
納
久
宜
公
は
、
幕
末
か
ら
明
治
・
大

正
時
代
に
か
け
て
の
激
動
期
の
日
本
に
お

い
て
、
鹿
児
島
県
知
事
・
一
宮
藩
主
な
ど

の
公
職
の
傍
ら
、農
業
、産
業
、畜
産
、教

育
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
ま
し
た
。

今
、
フ
レ
イ
ル
予
防
・
健
康
寿
命
延
伸

の
切
り
札
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る

「
ポ
ー
ル
de
ウ
ォ
ー
ク
」で
町
内
の
加
納

公
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

◆
と
き　
３
月
26
日（
日
）午
前
10
時

　
　
　
　

�
午
前
９
時
50
分
中
央
公
民
館
集

合
※
荒
天
時
中
止

◆
コ
ー
ス　

　

�

中
央
公
民
館　

―　

上
総
一
ノ
宮
駅　

―　
旧
斎
藤
家
住
宅　

―　
加
納
久
宜

公
の
墓　

―　

振
武
館（
加
納
公
紀
徳

之
碑
）
―　
一
宮
城
跡　

―　

玉
前
神

社（
同
地
で
解
散
）

◆
定
員　
50
人

　
（
班
に
分
か
れ
て
行
動
し
ま
す
）

◆
参
加
費

・�

３
０
０
円（
記
念
ワ
ッ
ペ
ン
代
、
傷
害

保
険
料
、資
料
代
）

・
ポ
ー
ル
貸
出
希
望
の
方
は
＋
２
０
０
円

　
（
必
ず
申
込
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
）

◆
申
込
期
限　
２
月
５
日（
日
）

◆�

申
込
方
法　
下
記
連
絡
先
へ
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、年

齢
を
記
載
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆ 

持
ち
物　
水
筒
、
帽
子
、
健
康
保
険
証

な
ど

◆ 

主
催　
加
納
久
宜
さ
ん
顕
彰
実
行
委
員

会（
東
京
都
大
田
区
）ほ
か

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
東
関
東
事
業
本
部

〒
２
６
０
―
０
０
１
７

　
千
葉
市
中
央
区
要
町
12
―
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
主
事
務
所

　
☎
０
４
３（
３
０
８
）０
６
２
０

　

０
４
３（
３
０
８
）０
６
９
０

　

hgskntub@
roukyou.gr.jp

令
和
４
年
９
月
、
東
京
都
大
田
区
で

「
加
納
さ
ん
を
知
ろ
う
、学
ぼ
う
会
」が
開

催
さ
れ
、
一
宮
町
か
ら
馬
淵
町
長
、
江
澤

学
芸
員
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

大
田
区
は
か
つ
て
加
納
久
宜
公
が
住
居

を
構
え
た
地
で
、
加
納
さ
ん
の
こ
と
を
地

域
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
活
発
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
加
納
さ
ん
ゆ
か
り
の
２
つ
の

地
域
の
交
流
を
図
る
た
め
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

◆
と
き　
３
月
26
日（
日
）　�

午
後
２
時
～

　
　
　
　
（
４
時
30
分
頃
終
了
予
定
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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第
８
回
加
納
さ
ん
を
歩
こ
う

ポ
ー
ル
de
ウ
ォ
ー
ク
一
宮
大
会

令
和
４
年
度
一
宮
町
史
編
さ
ん
講
座

「
上
総
千
葉
氏
の
興
亡　

�

～
千
葉
常
秀
・秀
胤
と
上
総
国
～
」

加
納
久
宜
さ
ん
講
演
会

「
加
納
さ
ん
が
つ
む
ぐ
、大
田
区
と

一
宮
町
の
縁
」



　
　

２
０
２
２
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
鎌

倉
殿
の
13
人
」に
登
場
し
話
題
と
な
っ
た

郷
土
の
偉
人
・
上
総
広
常（
？
～
１
１
８

３
）。
こ
の
度
広
常
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を

ま
と
め
た
冊
子『
上
総
広
常
と
そ
の
時
代
』

を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
現
時
点
の
研
究
の
集
大
成
の
よ
う
な
冊

子
で
す
。ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

◆
主
な
内
容

（
巻
頭
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
）

・
描
か
れ
た
上
総
広
常

・
上
総
広
常
ゆ
か
り
の
地

（
論
稿
）「
上
総
広
常
と
そ
の
時
代
」

　
　
　
　
野
口
実
氏

　
　
　
　
（
京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

（
講
演
録
）「
上
総
広
常
と
千
葉
秀
胤
」

　
　
　
　
外
山
信
司
氏

　
　
　
　
（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館

�

総
括
主
任
研
究
員
）

◆
販
売
価
格　
１
冊　
５
０
０
円

◆
販
売
場
所　
中
央
公
民
館
窓
口

◆
販
売
時
間

　
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
※�

土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
夜
間
、
郵
送

販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

今
年
度
の
企
画
展
示
第
４
回
目
は
、
最

後
の
一
宮
藩
主
で
一
宮
町
長
を
つ
と
め
た

加
納
久
宜
の
関
係
展
示
を
行
い
ま
す
。

「
書
」と
い
う
と
筆
で
掛
け
軸
な
ど
に
書

か
れ
た
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
広
義
に
は「
文
字
を

書
く
こ
と
」を
意
味
し
、
書
簡（
手
紙
）も

「
書
」の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
新
出
の
久
宜
筆
の

掛
け
軸
や
書
簡
を
展
示
し
、
久
宜
の「
文

字
」に
注
目
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
テ
ー
マ

　
　
加
納
久
宜
の「
書
」

◆
と
き　
１
月
20
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
３
月
11
日（
土
）

※�

中
央
公
民
館
開
館
日
、開
館
時
間
は
見

学
可

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階　
ロ
ビ
ー

�

（
歴
史
資
料
展
示
室
）

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

長
生
地
区
保
護
司
会
一
宮
支
部
で
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
、
町
内
の
小
学
１
年
生
に
よ
る
更
生
保

護
ペ
ン
ギ
ン
の
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
、
サ
ラ
ち
ゃ

ん
、
チ
ー
バ
く
ん
の
ぬ
り
え
を
に
展
示
し

ま
す
。

◆
と
き　
2
月
2
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
3
月
6
日（
月
）

※�

中
央
公
民
館
開
館
日
、
開
館
時
間
は
見

学
可

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
１
階　
ロ
ビ
ー

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
42
）１
４
３
１

長
生
地
域
観
光
連
盟
で
は
、ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
ク
で
一
宮
町
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

◆
と
き　
２
月
25
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
９
時
30
分
～
）※
小
雨
決
行

◆
と
こ
ろ　
釣
ヶ
崎
海
岸

　
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
）

◆ 

要
件　
10�

㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

可
能
な
方（
経
験
不
問
）

◆
参
加
費　
３
，０
０
０
円（
当
日
集
金
）

※
ス
ト
ッ
ク
の
レ
ン
タ
ル
は
、別
途
５
０
０
円

◆
定
員　
80
人（
要
予
約
、先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

◆ 

申
込
方
法　
申
込
用
紙
を
事
務
局（
白
子

町
役
場
商
工
観
光
課
）に
持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
用
紙（
チ
ラ
シ
）は
事
務
局
や
産
業
観
光

課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
受
付
期
間　
１
月
30
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
　
２
月
17
日（
金
）

　

詳
細
は
、
チ
ラ
シ
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

長
生
地
域
観
光
連
盟
事
務
局

　
（
白
子
町
役
場
商
工
観
光
課
）

　
〒
２
９
９
―
４
２
９
２

　
長
生
郡
白
子
町
関
５
０
７
４
―
２

　
☎（
33
）２
１
１
７　

（
33
）４
１
３
２

　

syoukou@
tow
n.shirako.lg.jp

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

ぬ
り
え
を
中
央
公
民
館
で
展
示

冊
子
『
上
総
広
常
と
そ
の

時
代
』
刊
行
、
販
売
中

第
４
回
企
画
展
示

�
「
加
納
久
宜
の
「
書
」
」

「
ぐ
る
っ
と
長な

が

生い
き

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

ｉ
ｎ�

一
宮
町
」
参
加
者
募
集
！



令
和
４
年
11
月
18
日
、「
千
葉
県
小
・

中
学
校
音
楽
教
育
研
究
大
会�

東
上
総�

長

生
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
一
宮
中
学
校
の

１
年
Ｂ
組
の
生
徒
30
人
が
、
茂
原
市
立
東

中
学
校
で
行
わ
れ
た
鑑
賞
の
研
究
授
業
に

参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
音
楽
科
担
当
の
中
工
教
諭
の

指
導
に
よ
り
、
箏そ

う

曲き
ょ
く「
六
段
の
調
べ
」に

つ
い
て
、
そ
の
楽
曲
の
特
徴
を
感
じ
取

り
、
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
う
学
習
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
達
は
、
曲
の
一
部
を
口く

ち

唱し
ょ
う

歌が

で

歌
っ
た
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
い
映

像
で
箏こ

と

の
演
奏
方
法
の
確
認
や
、
実
際
に

箏
に
触
れ
て
、
音
を
出
し
な
が
ら
奏
法
の

違
い
に
よ
る
音
色
の
変
化
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

生
徒
達
は
、
授
業
を
と
お
し
て
我
が
国

の
伝
統
音
楽
の
一
つ
で
あ
る
箏
に
親
し
む

と
と
も
に
、
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
42
）４
５
７
４

防
災
行
政
無
線
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ

イ
ム
は
、
日
没
が
早
く
な
る
11
月
か
ら
１

月
は
、
夕
方
４
時
に
変
更
し
て
放
送
し
て

い
ま
す
が
、
２
月
か
ら
定
時
の
夕
方
５
時

に
戻
し
て
放
送
し
ま
す
。
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

は
、
停
電
時
で
も
乾
電
池
で
動
く
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
乾
電
池
を
入
れ
て
い

な
い
場
合
や
、
切
れ
て
い
る
場
合
は
停
電

時
に
情
報
が
入
ら
な
く
な
る
た
め
、
定
期

的
に
乾
電
池
の
交
換
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

電
池
が
切
れ
て
い
る
場
合
、
放
送
終
了

後
に「
ピ
ー
ピ
ー
ピ
ー
」と
い
う
音
ま

た
は「
ピ
ー
」と
い
う
長
い
音
が
鳴
り

ま
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課　
☎（
42
）２
１
１
２

上
総
一
ノ
宮
駅
、
駅
下
無
料
駐
輪
場

で
、
進
入
路
へ
の
駐
輪
や
、
長
期
間
に
わ

た
り
放
置
さ
れ
た
車
両
が
多
数
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
車
両
は
移
動
や
撤
去
を
し

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る

よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
合
せ
】総
務
課　
☎（
42
）２
１
１
２

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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千
葉
県
音
楽
教
育
研
究
大
会

の
研
究
授
業
に
参
加

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
の

放
送
時
間
が
変
わ
り
ま
す

ル
ー
ル
を
守
り

利
用
し
ま
し
ょ
う

▲タブレットPCを使い映像で箏の演奏方法を確認▲�実際に箏に触れて、音を出しながら奏法による音色
の違いを実感



一宮町新ステージステップアップ
応援支援金を支給します

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

14広報 2023.1

　新型コロナウイルス感染症や物価高騰などの影響が長期化する中、来年度新
ステージ（小中学校や高校への入学など）を迎える児童生徒の制服などの物資購
入費用の一部を支援するため、新ステージステップアップ応援支援金を支給し
ます。
　２月以降、対象児童生徒あてに申請（請求）書などを送付します。

◆対象児童生徒
・年長児　　（平成28年４月２日～平成29年４月１日生まれ）
・小学６年生（平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれ）
・中学３年生（平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれ）
かつ下記の①または②に該当する児童生徒

①基準日（令和５年２月１日）時点で、町に住所を有する児童生徒
②基準日（令和５年２月１日）時点で、他市町村に住所を有するが、
　�管外保育や区域外就学により町内保育所・認定こども園や一宮町立小・中学
校に在籍する児童生徒。ただし、年長児および小学６年生は令和５年４月に
一宮町立小・中学校に入学する児童生徒に限る。

◆支給対象者　　対象児童生徒の保護者
◆支給金額　　　児童生徒１人あたり10,000円
◆手続方法
①�２月以降に送付する申請（請求）書や必要書類を教育課学校教育係に提出して
ください。
　（同封する返信用封筒をご利用ください。）
②提出書類
　・新ステージステップアップ応援支援金申請（請求）書
　・振込先口座の預金通帳またはキャッシュカードの写し

◆ 申請期限　　２月28日（火）※申請期間が短いため速やかに申請書などの�
提出をお願いします。

◆支給日　　　２月中旬から順次支給します。

【問合せ】　教育課　☎（42）4574



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期

化
や
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

子
育
て
世
帯
の
生
活
を
応
援
す
る
た
め
の

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
児
童

①�

令
和
４
年
９
月
15
日
現
在
で
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
令
和
４

年
４
月
１
日
時
点
で
満
18
歳
未
満
の
児

童
②�

令
和
４
年
９
月
16
日
か
ら
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児
ま
た

は
転
入
し
た
児
童

◆
支
給
対
象
者

対
象
の
児
童
を
養
育
す
る
方

◆
支
給
手
続

【
申
請
が
不
要
な
方
】

①�

町
の
児
童
手
当
支
給
対
象
で
あ
る
児

童
を
養
育
す
る
方

②�

令
和
４
年
６
月
以
降
の
児
童
手
当
が

所
得
上
限
超
過
に
よ
り
受
給
事
由
が

消
滅
し
た
方

【
申
請
が
必
要
な
方
】

①�

令
和
４
年
９
月
15
日
時
点
で
高
校
生

（
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
生
）の
み
を
養
育
す
る

方

②�

所
属
庁
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
公
務
員
の
方

③�

令
和
４
年
９
月
16
日
か
ら
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児

ま
た
は
転
入
し
た
児
童
を
養
育
す
る

方

◆
給
付
額

児
童
１
人
あ
た
り
１
万
円

◆
申
請
・
支
給
方
法

申
請
が
不
要
な
方
は
、
令
和
４
年
12
月

５
日
に
支
給
し
ま
し
た
。

申
請
が
必
要
な
方
で
ま
だ
申
請
を
し
て

い
な
い
方
は
、
１
月
31
日（
火
）ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
課　
☎（
42
）１
４
１
５

国
民
健
康
保
険（
国
保
）
は
、
74
歳
ま

で
の
人
で
、
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
な
い
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

社
会
保
険
を
脱
退
し
国
保
に
加
入
す
る

と
き
や
、
社
会
保
険
に
加
入
し
国
保
を
脱

退
す
る
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

国
保
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
社
会

保
険
の
資
格
喪
失
日
に
遡
っ
て
国
保
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
時
的
に
国
保

税
と
社
会
保
険
料
を
二
重
に
納
め
て
い
る

状
態
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
し
ま
し
ょ
う
。

　◆
国
保
加
入
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
退
職
証
明
書

・
は
ん
こ

・�

年
金
手
帳（
60
歳
未
満
の
方
は
併
せ
て

国
民
年
金
の
手
続
き
が
必
要
で
す
）

◆
国
保
脱
退
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・�

社
会
保
険
被
保
険
者
証（
被
扶
養
者
分

も
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
は
ん
こ

【
問
合
せ
】住
民
課　
☎（
42
）１
４
２
３

千
葉
外
房
有
料
道
路
は
、
料
金
徴
収
期

間
満
了
に
伴
い
、
２
月
１
日
午
前
０
時
か

ら
無
料
で
通
行
で
き
ま
す
。
な
お
、
料
金

所
施
設
は
順
次
撤
去
し
ま
す
の
で
、
工
事

期
間
中
は
速
度
を
落
と
し
て
の
通
行
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
数
券
の
払
い
戻
し
な
ど
に
関
す
る
情

報
は
、
千
葉
県
道
路
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　
千
葉
県
道
路
公
社

　
☎
０
４
３（
２
２
７
）９
３
３
１

　
（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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子
育
て
世
帯
応
援
給
付
金

を
支
給
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を

忘
れ
ず
に

千
葉
外
房
有
料
道
路
が

無
料
開
放
さ
れ
ま
す

▲ＨＰ



令
和
６
年
度
か
ら
8
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
２
種
類
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

介護予防・日常生活圏域
ニーズ調査

○�

要
介
護
認
定（
要
介
護
１
～
５
）

を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の

方
の
う
ち
無
作
為
で
抽
出
さ
れ

た
１
，０
０
０
人
を
対
象

○�

ご
本
人
、
ご
家
族
の
介
護
保
険

に
関
連
す
る
普
段
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
60
問
程
伺
い
ま
す
。

在宅介護実態調査

○�

要
介
護（
支
援
）認
定
を
受
け
、

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
全
員
を
対
象

※�

施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
対

象
外
で
す
。

○�

ご
家
庭
で
の
介
護
の
状
況
に
つ

い
て
20
問
程
伺
い
ま
す
。

１
月
下
旬
頃
、
対
象
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
回
答
を
記
入

し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
い
た
だ

く
か
、
契
約
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

福
祉
健
康
課　
☎（
42
）１
４
３
１

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
、
冬
期
に
な
る
と

用
水
路
や
水
田
の
土
中
で
越
冬
し
ま
す
。

温
暖
化
に
よ
る
暖
冬
に
よ
り
、
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
が
寒
さ
で
死
滅
せ
ず
、
生
き

残
っ
て
越
冬
す
る
個
体
が
多
く
な
り
、
被

害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

冬
期
の
対
策
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

◆
対
策

①
冬
期
の
耕
う
ん

物
理
的
に
貝
を
破
壊
す
る
効
果
と
、
土

か
ら
出
し
て
寒
気
に
さ
ら
し
凍
死
さ
せ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

（
耕
う
ん
の
コ
ツ
）

ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
速
度（
約
１
・
４

ｋ
ｍ
／
ｈ
）は
遅
く
し
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー

の
回
転
速
度（
Ｐ
Ｔ
Ｏ
２
速
）を
速
く
し
、

土
壌
を
細
か
く
砕
く
よ
う
に
耕
う
ん
し
ま

す
。

②
水
路
の
泥
上
げ

水
田
だ
け
で
は
な
く
、
用
水
路
な
ど
で

も
越
冬
し
ま
す
。

耕
う
ん
と
同
様
、
寒
気
に
さ
ら
し
凍
死

さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（
泥
上
げ
時
の
注
意
）

掘
り
上
げ
た
泥
は
、
ほ
場
に
入
ら
な
い

よ
う
、
薄
く
広
げ
て
貝
を
寒
気
に
さ
ら

す
、
ま
た
潰
す
な
ど
し
て
、
生
き
残
ら
な

い
よ
う
に
処
理
し
ま
す
。

　【問
合
せ
】

　

産
業
観
光
課　
☎（
42
）１
４
２
８

◆
申
請
方
法　
郵
送
に
よ
る

◆ 

受
付
期
間　
２
月
20
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
　
３
月
10
日（
金
）必
着

◆ 

有
効
期
間　
６
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
５
月
31
日
ま
で

◆ 

申
請
様
式　
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　
〒
２
９
７
︱
０
０
３
５

　
茂
原
市
下
永
吉
２
１
０
１

　

�
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
事
務
局
総
務
課
管
財
係

　
☎（
23
）０
１
０
７

令
和
４
年
11
月
19
日
に
開
催
し
た
会
で

は
、
発
表
の
時
間
が
多
く
、
話
し
合
う
時

間
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
第

２
弾
と
し
て
、
皆
さ
ん
と
話
し
合
う
場
を

再
度
企
画
し
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
て
、
町
の
豊
か
な
自
然
と

文
化
を
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き　
２
月
５
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
頃

　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
生
活
研
修
室

◆
参
加
費　
無
料
、申
込
不
要

◆
主 

催
　
一
宮
町
森
里
川
海
共
生
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
い
こ
い
の
森
を
育
む
会
・

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
・
一
宮
ウ

ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会
）

【
問
合
せ
】

　

�

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ　
吉
田

　
☎
０
９
０（
５
３
１
７
）９
７
３
８

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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冬
期
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

防
除
対
策

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

「
一
宮
町
の
豊
か
な
自
然
と
文
化

を
次
の
世
代
に
伝
え
よ
う
！
」

第
２
弾�

開
催

令
和
３・４・５
年
度
（
追
加
）

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付



子ども向けのイベントにご協力いただける事

業ボランティアを募集しています。子どもたち

と一緒に最高の思い出をつくりませんか。興味・

関心のある方はお問い合わせください。

◇募集対象：高校生以上

【問合せ】 

船橋市立一宮少年自然の家  

指定管理者㈱オーエンス 

〒299-4303 一宮町東浪見 7493-2   

☎（42）5711 FAX（42）5712  

HP  https://www.funabashi-sizen.jp/ 

船橋市の小学生と保護者を対象とした主催事業において、町で自然保護活動をしている３団体の 

皆さんに自然の素晴らしさや大切さを伝えていただいています。 

【一宮ネイチャークラブ】
６月に実施した「ファミリーチャ

レンジ自然観察編」では、松子川周

辺で実施したホタル観察会の案内

役をお願いしました。松子川周辺に

生息するホタルについて分かりや

すく説明していただきました。ホタ

ルの輝く姿を見た子どもたちは大

感動でした。 

【一宮ウミガメを見守る会】
８月と１０月に実施した「ウミガ

メの足跡を探そう」で、ウミガメを

守るための環境に配慮した取り組み

やウミガメの生態についてのお話、

東浪見海岸周辺においてウミガメの

足跡探しをしました。ウミガメには

会えませんでしたが、貴重な体験と

なりました。 

【いこいの森を育む会】
毎月第２日曜日の午前中に行わ

れている、いこいの森の整備活動に

参加させていただいているのがき

っかけとなり、「ファミリーチャレ

ンジ文化編」において正月飾りの講

師をお願いしました。素敵な飾りが

完成しました。

船橋市の小学生と保護者を対象とした主催事業において、町で自然保護活動をしている３団体の 

皆さんに自然の素晴らしさや大切さを伝えていただいています。 

【一宮ネイチャークラブ】
６月に実施した「ファミリーチャ

レンジ自然観察編」では、松子川周

辺で実施したホタル観察会の案内

役をお願いしました。松子川周辺に

生息するホタルについて分かりや

すく説明していただきました。ホタ

ルの輝く姿を見た子どもたちは大

感動でした。 

【一宮ウミガメを見守る会】
８月と１０月に実施した「ウミガ

メの足跡を探そう」で、ウミガメを

守るための環境に配慮した取り組み

やウミガメの生態についてのお話、

東浪見海岸周辺においてウミガメの

足跡探しをしました。ウミガメには

会えませんでしたが、貴重な体験と

なりました。 

【いこいの森を育む会】
毎月第２日曜日の午前中に行わ

れている、いこいの森の整備活動に

参加させていただいているのがき

っかけとなり、「ファミリーチャレ

ンジ文化編」において正月飾りの講

師をお願いしました。素敵な飾りが

完成しました。

東浪見にあります船橋市立一宮少年自然の家は、青少年の健全育成を図るために船橋市が昭和

５６年に設立した社会教育施設です。船橋市内の小学校の校外学習をはじめ、少年スポーツ団体

や子ども会の合宿など、船橋市内だけでなく、市外からも多くの団体が利用しています。 

令和３年４月より、船橋市教育委員会から施設の管理運営を株式会社オーエンスが引き継ぎ、

民間のノウハウを生かした管理運営や地元に根ざした事業展開に取り組んでいます。 

町の皆さんに、施設のことをもっと知ってもらえるよう情報発信をしていきます。 

町の幼児、児童を対象に、さつまいもの収穫体験

と焼き芋作りを行いました。夢中でさつまいもを掘

る姿や焼き芋を頬張る姿が印象的でした。 

＜その１ 指導者養成研修会＞ ＜その２ さつまいも収穫祭＞

長生地区４町１村のこども園、小中学校、特別支援

学校の教職員１１人の参加により、資質向上を目的に

指導者養成研修会を開催しました。 
千葉敬愛短期大学学長

の明石要一氏を講師に迎

え講義と演習、施設指導員

による協力体験型ゲーム

の実技研修を実施しまし

た。（８月実施） 

参加した保護者は

施設の広さに驚いて

いました。笑顔いっ

ぱいの一日になりま

した。（１０月実施）
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令
和
４
年
12
月
４
日
、
松
子
の
広
場

で
、
今
年
の
緑
米
の
稲
藁
を
使
っ
て
、
し

め
飾
り
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
し
め
飾

り
の
形
は
、
地
方
に
よ
っ
て
違
っ
た
り
、

玄
関
や
か
ま
ど
な
ど
、
飾
る
場
所
に
よ
っ

て
も
か
わ
っ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
講
師
の
方
の
指
導

で
、
し
め
飾
り
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。
手
を
使
っ
て
縄
を
な
い
な
が
ら
根
元

を
足
で
押
さ
え
て
と
、
ヨ
ガ
さ
な
が
ら
の

体
勢
で
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
大
人
も

子
ど
も
も
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
稲
藁
を
使
っ
た
藁
ご
ざ
づ
く
り

も
行
い
、
子
ど
も
達
は
、
大
喜
び
で
自
分

が
座
る
サ
イ
ズ
の
藁
ご
ざ
を
作
っ
て
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
持
ち
帰
っ
て
座
っ
て
み
る

と
、
本
当
に
あ
た
た
か
く
て
ビ
ッ
ク
リ
。

講
師
の
方
が
手
品
み
た
い
に
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
、
藁
の
蛙
や
馬
も
持
ち
帰
り
、
家

に
飾
り
ま
し
た
。

最
後
は
土
に
還
る
存
在
な
の
に
、
何
で

も
つ
く
れ
て
し
ま
う
藁
の
す
ご
さ
と
、
講

師
の
方
々
の
手
先
の
知
性
の
高
さ
に
驚
か

さ
れ
た
１
日
で
し
た
。

令
和
４
年
６
月
12
日
か
ら
９
月
５
日
ま

で
に
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
一
宮
海
岸
の
砂

浜
に
10
回
上
陸
し
て
、
そ
の
う
ち
の
６
か

所
で
産
卵
し
ま
し
た
。

砂
中
に
産
み
落
と
さ
れ
夏
の
太
陽
に
温

め
ら
れ
た
卵
か
ら
、
約
２
５
０
匹
の
子
ガ

メ
が
誕
生
し
て
海
へ
戻
っ
て
い
き
ま
し

た
。九

十
九
里
浜
は
、
北
太
平
洋
で
の
ア
カ

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
の
北
限
域
で
町
の
砂
浜

は
そ
の
南
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

太
平
洋
を
旅
し
て
成
長
し
た
ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
は
、
約
20
年
か
ら
30
年
後
に
、
生
ま

れ
た
海
岸
に
産
卵
に
来
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
の
町
の
海
岸
が
い
つ
ま
で
も
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
で
き
る
自
然
環
境
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会
で
は
、
そ

の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら

い
い
の
か
な
ど
を
記
載
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
、
町
の
観
光
案
内
所
な
ど
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
中
か
ら
抜
粋
し
て
作
成

し
た「
北
限
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
み
ま
も
り

ブ
ッ
ク
」が
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

【
問
合
せ
】

　
増
田　
☎
０
９
０（
８
０
４
５
）０
６
０
６

　
小
池　
☎
０
７
０（
４
０
２
７
）７
０
９
８

　

Facebook

「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。　

会
員
募
集
中
！

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.tow

n.ichinom
iya.

chiba.jp/m
achizukuri/suisan/

【
問
合
せ
】

一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会

　
☎
０
９
０（
１
８
０
７
）７
１
３
９

　

kam
eakem

i777@
yahoo.co.jp
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『
藁
っ
て
、
な
ん
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
』

一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
報
告



まずは相談してみませんか？
　～2月相談日～

・とき　2月2日（木）
　　　　午後1時30分から4時
・ところ　保健センター小会議室
・対象　町内在住または在勤の方

【問合せ】総務課　☎（42）2112

・とき　2月9日（木）
　　　　午後1時30分から5時
　　　　1組　30分

【問合せ】
　企画広報課　☎（42）2113

・とき　2月21日（火）
　　　　午後1時30分から3時30分
・ところ　保健センター小会議室
・対象　町内在住または在勤の方

【問合せ】総務課　☎（42）2112

【人権相談】
　人権に結びつく相談
　例）差別、パワーハラスメント、
　　セクシャルハラスメントなど

【行政相談】
　�国の行政全般についての相談や意
見・要望の受付

　町民の皆さんが日ごろ感じてい
る町政に対する提言・要望・意見
など「生の声」を直接町長がお聴き
します。
※�電話や企画広報課窓口で随時予
約できます。（平日のみ）

【予約受付開始日時】
1月18日（水）
午前8時30分から

※�電話や総務課窓口で予約できま
す。（平日のみ）

※相談は無料です。秘密は守られます。
※�新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止などの理由により中止する
場合は、町ホームページなどでお知らせします。

千葉司法書士会、千葉青年司法書士協議会、全国青年司法書士協議会では、生活保護に関する
電話相談会を開催します。相談は無料で、秘密は厳守します。
◆とき　１月22日（日）
　　　　午前10時から午後４時

【問合せ】千葉青年司法書士協議会　白井　☎043（488）4633

◆専用電話番号（フリーダイヤル）
　　　0120（052）088

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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そのほか介護や子育てに関する相談やお困りごとについて、随時�
受け付けています。また、どこに相談したら良いか分からない場合
などお気軽にお問い合わせください。
� 【問合せ】　企画広報課　☎（42）2113

【予約不要】
人権行政
相談

【要予約】
町長室
開放日

【要予約】
弁護士
による
法律相談

司法書士による「全国一斉生活保護相談会」開催
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お　知　ら　せ　（２月）
公立いちのみや保育所

子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子を対象に保育所
を開放しています。広いお庭で遊んだり、行事に一緒に参加したりしませんか？お
気軽にお申し込みください。（新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの理由によ
り中止する場合があります。）

【予約・問合せ】
いちのみや保育所
　　☎ (42)2514

映画会
親子でいらっしゃいませんか？
◆と　き　2月15日（水）
　　　　　午前10時から
◆内　容　『おむすびころりん』ほか
　　　　　

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　2月3日（金）
　　　　　午前10時から正午
※要予約（月から金曜日）

園庭開放
　町内４か所の保育施設で園庭を開
放しています。詳しくは各施設にお
問い合わせください。

絵本の貸出をしています
保育所入所前の親子を対象に絵本
の貸出をします。

【2月のテーマ】　『どうぶつ大集合！』
ぞうさん、くまさん、うさぎさん…
いろんな動物たちが主人公のお
話を集めてみました。かわいく愉快
で、思わずほっこりとするようなお
気に入りの絵本を見つけてみてはい
かがでしょうか？
◆と　き　午前９時から午後４時
　（月から金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
　（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所
　　　　　親子教室「ひよこ組」
　育児・栄養相談・看護師による身
体計測も行っています。ぜひお気軽
に遊びに来てください。
◆と　き　2月 7日（火）５組
　　　　　2月21日（火）５組
　　　　　午前10時から11時
　　　　　（午前9時45分から受付）
◆内　容　�『新聞紙を使って�

あそぼう』
※要予約（月から金曜日）
※�お申し込みは前日までにお願いしま
す。保育所入所前のお子さんでした
らどなたでもご参加いただけます。

子育て支援館「おおぞら」
入園前の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。
園庭で遊んだり、園児と交流したりできます。ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。

利用時間　月から金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント（要予約）
◆作って遊ぼう　2月14日（火）午前10時から
※イベント参加申込みはQRコードからご予約ください。感染状況により中止する場合があります。

【問合せ】　子育て支援館「おおぞら」　☎（40）1033

地域子育て支援「ちきんえっぐ」
「地域の親子にどんどん遊びに来てほしい。」そんな思いを込めて親子丼の英訳から名付けた“ちきんえっぐ”です。
一宮どろんこ保育園では、園庭開放や自然学校などの各種イベント（要予約）を実施しています。ぜひ、お子さんと一
緒に遊びにきてください。
また、今年度より月に１回保健センターで出前保育を実施しています。

＜出前保育日時＞　2月10日（金）午前10時30分から11時30分（予約不要）
◆親子ふれあい遊び、製作（ひなまつり製作）～おったり、はったりしてみよう～

【問合せ】　一宮どろんこ保育園　☎（44）7597

子育て支援室「しおかぜ」
東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催しています。絵本
やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月から金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
◆たまカフェ　2月22日（水）午前10時30分から　参加費300円
　毎月ふれあいあそびやリトミック、座談会のテーマを決めてわいわい楽しんでいます。テーマは公式LINEにてお
知らせします。お弁当ご持参大歓迎です。みんなでゆっくりお話ししましょう。�
※感染症などの状況によって二部制または要予約での開催としますので、公式LINEから最新情報をチェックしてください。

【イベントに関する問合せ】 Mommy�way�たまひよ部　☎050（3577）1335　info@mommyway.net
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　☎（36）7726

イベント申込みはこちら

ちきんえっぐだより



＊今月の１冊＊
「無人島のふたり　120日以上
生きなくちゃ日記」（山本文緒）

恋愛小説の名手と呼ばれた人気作家の
闘病記。余命宣告から最期の日までを
つづった、読者へのラストメッセージ。
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※まちの図書室の休館日は裏表紙のカレンダーをご覧ください。
【問合せ】　まちの図書室　☎（42）7799

まちの図書室から　～新着図書紹介～
書　籍　名 著　　者

光のとこにいてね 一穂ミチ

一橋桐子（76）の犯罪日記 原田ひ香

君のクイズ 小川哲

機械仕掛けの太陽 知念実希人

相棒は秋田犬 村山二朗

絶筆 石原慎太郎

映画を早送りで観る人たち 稲田豊史

地球をまもるってどんなこと？ ジョージ・Ｙ・ハリソン

ルイの冒険 宇野亜喜良　ほか

絶景の日本へ　ローカル鉄道の旅

これは有料広告です

これは有料広告です これは有料広告です



保健センターだより

良い睡眠とは？
◎寝つきがよい　◎朝までぐっすり　◎寝起きすっきり
睡眠は量より質が重要です。次の12のポイントを参考に質の改善に取り組みましょう。

①睡眠時間は人それぞれ
自分に合った睡眠時間を確保しましょう。日中に眠気がなく、日常生活に支障がないことが
目安です。
②刺激物を避け、寝る前にリラックス
カフェインやニコチンは深い眠りを妨げます。コーヒーや濃いお茶を飲むなら就寝する 4時
間前までにしましょう。就寝前は、ぬるめのお風呂や静かな音楽などで心身の緊張をほぐしま
しょう。
③就寝時間にこだわらない
寝る時刻より、起きる時刻にこだわりましょう。

④同じ時刻に毎日起床する
毎朝、一定の時間に起きると、夜一定の時間におのずと眠くなるようになります。夜更かし
の習慣をなおしたいときは、まず朝早く起きることからスタートしてください。早起きが早寝
につながります。
⑤光をうまく利用する
目が覚めたら日光を浴びましょう。体内時計のスイッチがリセットされ、夜スムーズに眠気
がやってくるようになります。一方、深夜の明るすぎる照明は、メラトニンの分泌を減らして
眠りを妨げます。スマートフォンやパソコン画面のブルーライトは入眠を妨げる原因です。
⑥規則的な食事、適度な運動習慣を
夕食時の食べ過ぎや夕食後の飲食は、寝つきを悪くさせ、胃腸が一晩中活動して眠りが妨げ
られます。寝る前の激しい運動も寝つきが悪くなるので要注意です。
⑦午後3時前の20 ～ 30分の昼寝で効率アップ
昼寝をする前にコーヒーなどを飲み、カフェインの覚醒作用があらわれる 30 分後に起きる
とすっきりと目覚められます。
⑧眠りが浅いときは遅寝早起き
眠りが浅いと感じたら、いつもより遅い時刻に就寝して早起きしてみましょう。「早起き→
夜早く眠くなる→眠くなったら寝る」というサイクルが、熟睡のコツです。
⑨睡眠中の症状に要注意
激しいいびきや足のびくつき、むずむず感や歯ぎしりには睡眠時無呼吸症候群やむずむず脚
症候群といった病気が関係していることがありますので、医師に相談しましょう。
⑩眠れない、日中の眠気が強い場合は専門家に
寝つけない、熟睡感がない、十分眠っても日中の眠気が強いなどの睡眠トラブルは、早めに
医療機関に相談しましょう。
⑪睡眠薬代わりの寝酒は不眠のもと
アルコールをとると、寝つきはよくなりますが、眠りが浅くなってしまいます。早く眠ろう
とすると飲酒量が増えやすく、アルコール依存症になる危険性も高まります。
⑫睡眠薬は医師の処方で正しい服用を
睡眠薬は一度飲むとやめられなくなるなどの誤った考えがありますが、医師の処方どおりに
服用すれば心配ありません。

【問合せ】福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

健康づくりに導く12の睡眠術
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●�高齢者の介護に関する相談やお困りのことがありましたら、地域包括支援センターにお気軽に
ご相談ください。� 【相談・問合せ】地域包括支援センター　☎（40）1055

今回は「高齢者の骨折」についてのお話です。

★★転倒で骨折しやすい★★
高齢になると、少し転んだだけでも骨折につながることがあります。
これは加齢とともに筋力が低下し、歩く時などに足が上がらなくな
り転びやすくなることに加えて、骨ももろくなっていくためです。
高齢者に多い骨折の部位は、太ももの付け根（股関節）・手首・背
中・肩などです。
特に太ももの付け根（股関節）を骨折すると、立つことや歩くことが
できなくなり、生活に大きな支障をきたすため、更に要介護や寝たき
りになる危険性が高まります。

★★骨折しやすい場所★★
高齢者の転倒による骨折は、慣れている家の中や敷地内で多く発生してい
ます。
具体的には「階段を踏み外す」「わずかな段差・じゅうたんや敷物のへり
につまずく」「濡れたお風呂の洗い場ですべる」「サンダルで歩いていてつま
ずく」「雨の日に出入口ですべる」「自転車で転ぶ」などがみられます。慣れて
いる場所だからこそ気をつける必要があります。

★★骨も不健康になる★★
年齢とともに骨がもろくなっていきます。健康な骨は中身が詰まっていて（密度が高い）丈
夫ですが、高齢になると骨の中身がスカスカになり密度が低下し、骨がもろくなります。骨が
スカスカの状態が続き、症状が悪化すると骨粗しょう症という病気になり日常生活に支障が
出てきます。

★★骨を鍛えましょう★★
日ごろからカルシウムを多く摂り骨密度を高くするような食生活を
心がけましょう。
また、適度な運動を行うことや適度な日光浴も効果的です。寝てい
るよりも座っている方が、座っているよりも立っている方が、立って
いるよりも歩いている方が、骨を強くするためには良いです。運動す
る時間がなくても日頃からこまめに動くように意識して骨に刺激を与
え、骨を丈夫にしていきましょう。
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☆３密を避けるため、対象地区の教室のみご参加ください。また、予約制で行います。
　定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受け付けます。
☆新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止する場合があります。

2月　けんこう運動教室の日程

25 広報2023.1
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※けんこう運動教室は、①または②の時間いずれかでご予約ください。
【問合せ・予約受付】　地域包括支援センター　☎（40）1055
　　　　　　　　　　＊予約受付時間　午前8時30分から午後５時15分（平日のみ）

教室名 対象者 日　程 内　容 時　間 定員 予約開始日
けんこう
運動教室

【会場】
保健センター

１～ 17区・ 船�
頭給・新地・海
岸・宮原・新浜
（一宮住所）

1日(水) 作品づくり
①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

１月25日（水）②14：30 ～ 15：30
（受付14：15 ～） 20人

9日(木) 貯筋体操
①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

２月２日（木）②14：30 ～ 15：30
（受付14：15 ～） 20人

17日(金) ニコニコ
体操

①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

２月10日（金）②14：30 ～ 15：30
（受付14：15 ～） 20人

東浪見
けんこう運動教室
【会場】
東浪見
コミュニティセンター

東浪見地区・新
浜（東浪見住所） 8日(水) 筋力アップ

体操
10：00 ～ 11：30
（受付9：45 ～） 10人 ２月１日（水）

20日(月) 音楽療法 10：00 ～ 11：30
（受付9：45 ～） 10人 ２月13日（月）

保健センター
2 月 の行事

※�新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、延期または中止する
場合があります。詳しくはお問い合わせください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

保
健
セ
ン
タ
ー

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内　　容　・　対　　象 場　所

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 14日（火） 9：00～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

親子ふれあい教室（予約制） 21日（火）

9：30～ 10：30 あそびの教室（定員10人）
1歳児（きょうだいの参加可）と保護者

10：45～ 11：45 あそびの教室（定員10人）
0歳児（きょうだいの参加可）と保護者

1 歳 6 ヶ 月 児 健 診

24日（金） 対象者には別途通知し
ます。

令和3年5～ 7月生まれ

2 歳 児 歯 科 健 診 令和2年10～ 11月生まれ

乳 児 相 談 28日（火） 対象者には別途通知し
ます。 4ヶ月児・12ヶ月児

あ そ び の 広 場

1日（水）・2日（木）・3日（金）・6日（月）
7日（火）・8日（水）・9日（木）・10日（金）
13日（月）・15日（水）・16日（木）・17日（金）
20日（月）・22日（水）・27日（月）

9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者



ゴミ収集コース
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）

： 休日当番医（9：00 ～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ
するか、長生郡市広域市町村圏組合（https://choseikouiki.jp/kyuujitsutouban/）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

当

●
１コース ２コース ３コース

いちのみや
広報カレンダー 2023

いちのみや 22
※カレンダーは 2 月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

人権行政相談

子育て相談室「コアラ組」

5 6 7 8 9 10 11
親子教室「ひよこ組」活性肥料の無料配付

（場所：�北部クリーン　）�クリーンプラント

町長室開放日

当�K・Iクリニック
☎（42）7575

当�南洲会長生クリニック
☎（32）1821

12 13 14 15 16 17 18

当�あまが台ファミリークリニック
☎（36）7011

19 20 21 22 23 24 25
地域応援券（物価高
騰対策）使用期限

法律相談
親子教室「ひよこ組」

ぐるっと長生
フェスタ2023

当� 睦沢診療所
☎（44）2236

当�藤島クリニック
☎（47）3056

26 27 28

当� 清 水 医 院
☎（42）2950

広報「いちのみや」を
スマートフォンへ
配信します。
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燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

期日までに納めましょう。 ☎（24）1010
診療科目：内科・小児科
受付時間：
� 19：45～22：45
茂原市八千代1-5-4
� （中央消防署裏）
テレフォン案内
� ☎（24）1011
� （19時～翌朝6時）

♯７００９
医療機関を受診するか�
救急車を呼ぶか迷った�
ときにご相談ください。
平日・土曜日
　18時～翌朝6時
日曜・祝日
　9時～翌朝6時
ダイヤル回線　
 ☎03（6735）8305

♯８０００
お子さんの急な病気で
心配なとき、看護師や�
小児科医が電話でアド
バイスします。

毎日
19時～翌朝6時

ダイヤル回線　
� ☎043（242）9939

今月の納期 夜間急病診療所 救急安心電話相談 こども急病電話相談

固 定 資 産 税（第4期）
国民健康保険税（第8期）
介 護 保 険 料（第8期）
後期高齢者医療保険料（第8期）

2月28日（火）

3 コ ー ス
資源・乾電池

ゴ　ミ

2 コ ー ス
資源・乾電池

ゴ　ミ

1 コ ー ス
資源・乾電池

ゴ　ミ

確定申告
2月16日（木）〜3月15日（水）
忘れずに申告しましょう!!

まちの図書室休 まちの図書室休

まちの図書室休


